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*2021年 9月 （第 2版） 認証番号 303ACBZX00013000 
 

2021年 6月 （第 1版） 機械器具  16   体温計  
 

管理医療機器 再使用可能な能動型機器接続体温計プローブ 37340002 
 

 体温プローブ(GE) 
   

 

 

【禁忌・禁止】 

使用方法 

1. MRI検査室では使用しないこと。［MR装置への吸着や、

やけど等のおそれがある為］ 

2. 本品との併用を認められた機器にのみ使用すること。

接続する医療機器の取扱説明書等で、本品との接続の

可否を確認すること 

 

 

【形状・構造及び原理等】 

1. 形状及び寸法 

 

製品番号 仕様 

2107176-031 成人用  

全長：2837±100mm 

体温プローブ部外径:4.5mm 

ケーブル外径:4.0mm 

6.35mm フォーンプラグ 

2107176-032 小児用  

全長：2837±100mm 

体温プローブ部外径:3.7mm 

ケーブル外径:3.2mm 

6.35mm フォーンプラグ 

（公差±10%） 

1. 原材料 

プローブ先端：TPE 

ケーブル部：TPE 

 

2. 仕様 

表示範囲：0～50℃ 

最大許容誤差：±0.1℃（25~45℃） 

 

3. 使用環境 

温度：0~50℃ 

相対湿度：10～100% 

可燃性麻酔ガス下において使用しないこと。 

 

【使用目的又は効果】 
人体の開口部内又は体表面の温度について、体温計、そ
の温度プローブ、変換アダプタ又はその組合せた測温部
を接触又は位置させ、連続的に体温やその変化を測定し、

併用するモニタに出力し、デジタル表示すること。 
 

【使用方法等】 

使用方法 

1. 患者に適したプローブを選択する。 

2. パッケージよりプローブを取り出し、破損していない
ことを確認する。 

3. コネクタをモニタ等の機器に接続する。接続用ケーブ
ルを使用する場合は、体温プローブに接続後、モニタ
等の機器に接続する。  

4. 体温プローブを患者の適用部位に接着または挿入する。  

5. 本品と併用するモニタ等の機器の取扱い方法に従い、

患者の体温を測定する。  

6. 使用後は、洗浄、消毒及び/又は滅菌を行う。滅菌に
は高圧蒸気滅菌法（オートクレーブ）を用いる。 

 

組み合わせて使用する医療機器 

販売名 認証番号 

体表温プローブ及び体温ケーブル

（GE） 
13B1X00150CS0074 

400 シリーズ体温ケーブル 13B2X10357000011 

CARESCAPE ONE モニター 231ADBZX00022000 

 

【使用上の注意】 

重要な基本的注意 

1. 本品を使用する前に必ず、本品に亀裂、破損等の異常
がないことを確認すること。異常が認められた場合に
は、本品を使用しないこと。 

2. 本品の使用前に、洗浄、消毒及び/または滅菌を必ず
行うこと。 

3. 併用する医療機器は製造販売業者が指定した製品のみ

を使用すること。 

4. 本品を磁気共鳴断層撮影 (MRI) 装置またはコンピュ
ータ断層撮影 (CT) 装置の近くで使用しないこと。 

5. プローブの外観を毎回使用前に確認し、損傷が認めら
れる場合には、すぐに使用を中止すること。 

6. 詳しい情報及び警告情報については、併用モニタ装置

に付属の取扱説明書を参照すること。 

 

相互作用 
併用注意（併用に注意すること）  

1. 電気メスを使用する前に、可能な限り患者装着部から
本品を取り外すこと。 

2. 電気メスと本品を同時に使用する必要がある場合、電
気メスのシステムからできるだけ遠ざけて使用し、適
切に保護接地されているか確認すること。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

保管方法 

保管/運搬時 

温度：-30～70 ℃ 

相対湿度：10～95 % (結露しないこと) 

気圧：800～1060 hPa 

 

使用期間：推奨連続使用期間 24 時間/回 

本品は交換部品がないため、本品に損傷が確認された場合 

には、使用を中止すること。 

 

【保守・点検に係る事項】 

使用者による保守点検事項 

1. 洗浄および消毒方法 

a. センサをモニタから取り外す。  

b. 温度プローブは、洗剤をしみこませた柔らかい布
で汚れを拭き取るか、あるいは洗浄機にて最大

95℃で洗浄することができる。プローブの清浄中
に高い機械的応力がかからないようにすること。 

c. プローブの消毒には、プローブおよび接触面を消

毒剤で拭き取る、またはプローブを消毒剤溶液に
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浸漬する。消毒剤メーカーの取扱説明書を参照し、

ケトンを含む消毒剤は使用しないこと。 

*2. 滅菌方法 

温度プローブは、高温蒸気法  (オートクレーブ ) で

132℃/10 分および乾燥時間 20 分以上 (重力法)、また
は 132℃/3 分および乾燥時間 16 分以上 (強制真空法) 

で滅菌すること。 

滅菌処理前に温度プローブに付着した汚れを落とし、
適用される再処理ガイドラインに従って消毒を行う。 

3. 2 年ごとに精度点検を行うことを推奨します。 

 
保守点検に係る注意事項 
温度プローブには、修理または交換可能な部品が含まれ

ません。部品の改造または交換は行わないこと。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

【製造販売業者】 

 
住所：〒191-8503 東京都日野市旭が丘 4-7-127 

 

連絡先：  

アクセサリ&サプライ受注センター 電話：0120-187-855 

 

【製造業者】 

ブルーポイントメディカルゲーエムベーハー 

Bluepoint Medical GmbH & Co. KG 

国名：ドイツ 

 

社内部品番号：5882016 

 


